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フィッシャー・ 
トロプシュ合成法と 

持続可能な    
航空燃料 

フィッシャー・トロプシュ法など
主な SAF 生産方法の全てに  

不可欠なプラチナ 
 

 
 

 

航空産業の脱炭素化の柱として注目されている持続

可能な航空燃料 (SAF)。国際航空運送協会(IATA)は、

２０５０年までに航空業界がネットゼロを達成する

ために軽減しなければならない炭素排出の ６５% 

をSAFが担うとしている。石油ベースの灯油と違い、

SAF は廃油、農業廃棄物、一般廃棄物といった持続

可能な非石油系原料から、あるいは再エネと回収 

CO₂を使う合成燃料から生産される。 

SAF の主な生産方法にはフィッシャー・トロプシュ法

(FT) 、フィッシャー・トロプシュ法を利用するパワ

ー・トゥ・リキッド(PtL)法 などがあるが、プラチナ

はそれら全ての方法に使われる。現在のSAF 生産のプ

ラチナ需要はまだ少ないが、長期的には大きく増加す

る見込みだ。 

フィッシャー・トロプシュ法は今からちょうど１００

年前にドイツの化学者 フランツ・フィッシャーとハン

ス・トロプシュによって開発された。彼らは一酸化炭

素と水素の混合ガスを触媒上で液体及び個体炭化水素

に変換できることを実証し、今日では FT法は様々な

産業分野で利用されている。 

PtL 法は再エネを利用した合成ジェット燃料生産方

法で主な原料は水と CO₂ だ。グリーン水素と大気

や製造過程で回収した CO₂ を使えば気候中立の原

料を使うことになる。 

 

 

 

 

 

 

これらの原料を FT 合成を経て液体炭化水素に転換し、

さらに精製することによって灯油と同等の品質の燃料

が作られる。 

FT 法は、バイオマスなどの固形原料を合成ガスに転

換し、FT 合成によって液体ワックスを生成する。FT 

法は廃棄物を含む様々な原料を使うことができるため、

生産規模の拡大に向いており、商業化できるSAF 生産

方法の有力な候補となっている。しかし、普及を進め

ていくには政策や法規制の枠組みが欠かせない。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
PtL FT 法ではバイオマス FT法よりもかなり多くのプラチナを使う   

出典: WPIC 予測、Science Direct 
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プラチナの役割 

FT 合成の種類によってはプラチナが重要な補助的役割

を果たす。バイオマス FT 法は鉄触媒を主に使うが、コ

バルト触媒を使うPtL FT 法では触媒反応を促進させる

ためにプラチナが活躍する。ごく低濃度のプラチナでも

コバルト触媒の還元性、安定性、分散性を改善させ、効

率を上げて触媒の使用期間を延ばすことができるのだ。 

さらに、プラチナは FT 法 と PtL FT法の両方に必要な

異性化過程でも重要な役割を担う。異性化は直鎖炭化

水素を分枝鎖アイソマーに変換する過程で、低温流動

性を高めるのが目的だが、SAFはこの過程を 

経なければ高い高度で飛行するための厳格な規格をク

リアすることができない。 

１１月６日づけの『プラチナ投資のエッセンス 』で  

発表したように、SAF の 生 産 能 力 は ２０５０年  

までに８倍に増え、生産量は２０２４年の２００万  

トンから１６００万トンになると予測している。    

これにより現在ほとんどゼロに近いプラチナ需要は  

２０５０年までに年間 ８.１トンになる。２０３０年 

から２０５０年にかけて世界的なエネルギー転換が  

進む中で減っていく石油のプラチナ需要を補うこと  

になるだろう。 
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